
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

 

- 6 -

 

令 和 ５ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立戸田翔陽高等学校）       Ｓ０７ 
  

目 指 す 学 校 像 
基礎的な知識・技能の習得を基本に、主体的に取り組む意欲、多様性を尊重する態度、 

他者と協働するための資質・能力を身につけた「人財」の育成を目指す学校 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行い、生徒の学ぶ意欲を喚起して、

学習の基盤となる「言語能力」を育成する。 

２ かけがえのない存在、必要とされる存在としての自尊感情及び徳性を涵養させる。 

３ 探究する力を育て、多岐にわたる進路希望の実現を系統的・組織的指導で支援する。 

４ 学校外資源を活用した実社会からの学びを充実するとともに、学校の力を地域で生かす。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者     ８名 

    生徒        ４名 

    事務局(教職員)   ６名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ ２ 月 １ 日 現 在 ）  実施日 令和６年２月６日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】 

 コロナ禍で活動の制限が

あったものの、ICTの活用に

より生徒の学習理解を把握

できるようになった。 

【課題】 

・一人一台端末の活用。 

・生徒の言語能力の育成。 

・成績不振者の増加。 

 ピアラーニン
グや表現活動な
ど、生徒の言語
能力を育成する
活動を充実させ
、生徒の学習意
欲を向上させる
。 

①ICT 機器を更に活用し、基礎
的な知識の定着を図る。 
②ICT 機器の活用とアクティブ
ラーニングの授業の実施によ
り、生徒の表現活動の機会を増
やし、言語能力を育成する。 
③多文化共生推進員、学習サポ
ーター等による積極的な学習支
援を実施する。 

①特に１年次の一人一台端末
を利用した効果的な学習活動
ができたか。 
①生徒の授業評価において、
理解度が向上したか。 
②言語能力の育成のため、よ
り多くの言語活動を実践でき
たか。 
③成績不振者数を減らせた
か。 

①１年次の必修の授業などで一人一台端末を利用する

ことができたが、端末が導入されていない他学年と

の選択の授業などで対応に課題が見られた。 

②Google for Education や学習アプリなどを利用した

授業を実施することで、同時編集機能を利用して表

現活動を取り入れた授業を実施することができた。 

③成績不振者は増加してしまったが、授業満足度は 4.4

（5段階）と去年度より高水準であった。 

Ｂ 

 授業満足度は高水準であ

るものの、成績不振者が昨

年に引き続き増加した。原

因を把握し対策を講じる必

要がある。また、次年度か

ら更に一人一台タブレット

の導入が進むため、効果的

な学習活動が求められる。 

 

 タブレットの使用頻度を高め、「文房

具」としての活用をお願いしたい。小・

中学校での取り組みを継続し、先生の教

材提示だけでなく、生徒が利用する場面

を増やす必要がある。 

 成績不振者については、現状よりも少

しでも伸ばしてあげる地道な支援を引き

続きお願いしたい。 

２ 

【現状】 
 外国籍の生徒や対人関係
が苦手な生徒など、多様な背
景を持ち、自己肯定感が低い
生徒がいる。また、基本的生活
習慣が身についていない生徒
がいる。 
【課題】 
・多様な背景を持つ生徒の基
本的生活習慣の確立。 
・外国籍の生徒への支援の充
実や多文化共生意識の向上。 
・生徒の自己肯定感の向上。 
・成年年齢引き下げに伴う教
育の組織的、継続的な実施。 
  

 規律ある生活
を確立するとと
もに、生徒の自
己肯定感を高め
る。 

①全教職員で連携して、基本的
な生活習慣を身に付ける取組を
継続するとともに、校則の変更
など、生徒の意見を幅広く取り
入れる場面を作る。 
②成年年齢の引き下げに伴う教
育を計画的に実施するため、年
間計画に位置付ける。 

①日常的な指導により、生徒
の変化を把握し、組織的な対
応ができたか。 
①生徒の自己肯定感を高め、
中途退学者数を減らせたか。 
②成年年齢の引き下げに関す
る授業や講演会等を計画どお
りに実施できたか。 

①生徒の意見を取り入れて校則を一部変更するととも

に、文化祭で初めて中夜祭を実施することができ

た。職員間で積極的に情報共有し、生徒個々の指導

に生かした。 

②成年年齢引き下げに関する講演会を３学期末に計画

するとともに、ビジネスマナー講座なども実施する

ことができた。 

Ａ 

 今後も生徒の意見を取り

入れた学校運営を行うな

ど、生徒の自己肯定感の向

上を目指し、様々な背景や

課題を抱える生徒の支援を

充実させ、中途退学者数を

減少させる。 

 生徒個々の特性や発達に

応じた支援について、さら

に研究し実践を進めてい

く。 

 

自己肯定感を高めるために、教育活動

の様々な機会を利用できる。例えば、校

則の変更などの際に生徒との対話を設け

るなど、生徒の意見を取り入れるプロセ

スも大切なのではないか。 

また外国にルーツのある生徒には、授

業での支援を充実させる必要があると同

時に、互いの多様性を尊重させるため

に、異文化理解の観点での協働の機会を

作るなどの工夫をしていただきたい。 

すでにクレジットカードを作る生徒も

出てきているため、成年年齢やビジネス

マナーに関わる教育活動をもっと増やし

てほしい。 

 自尊心と相手
を尊重する心を
醸成する。 

①特別支援教育委員会の再編や
多文化共生推進事業の更なる充
実により、各生徒に適切な支援
を行う。 
②コーディネータを中心に戸田

かけはし高等特別支援学校との

連携を積極的に進める。 

①困っている生徒を早期に把
握し、校内外の連携を生かし
て生徒を支援することができ
たか。 
②特別支援教育の視点を生か
して、多様な生徒の理解を深
め、生徒の支援を行うことが
できたか。 

①外国籍生徒等を対象とした学校設定科目「日本語」

を令和６年度教育課程に導入することができた。特

別支援教育委員会を再編し、今後の支援に生かすた

めの情報共有をすることができた。 

②戸田かけはし高等特別支援学校のコーディネーター

とも適宜連絡を取れるようになり、連携の足掛かり

を作ることができた。 

Ａ 

３ 

【現状】 
 進路希望・実績ともに、
大学短大、専門学校、就職
と多様化している。 
【課題】 
・時代の変化への対応。 
・進学指導の充実。 
・多様化する進路希望。 
・年次、教科と連携した進
路指導部主導の進路指導。 

 生徒一人ひと

りの将来を見据

えた多様な進路

に対応した指導

を行い、生徒、

保護者の満足度

を高める。 

①「産業社会と人間」の系統立
てた実施により、生徒の進路意
識を高める。 
②特に進学希望者には外部模試
の受検やスタディサプリの活用
を促し、定期考査などの効果的
な振り返りをもとに、普段の学
習の質を高める。 
③ICT を活用し、データ化した
求人票を生徒が家庭でも自由に
見られるようにする。 

①生徒の進路希望・適性検査
をもとに「進路の手引き」を
効果的に活用した履修指導が
できたか。 
②基礎力診断テストや外部模
試実施後のフィードバックに
より、生徒の学習意欲・進路
意識向上につなげられたか。 
③進路指導の満足度は高かっ
たか。 

①三者面談などを通して、進路希望に沿った情報提供

や助言が効果的にできた。 

②外部模試やスタディサプリの利用者が増えた。基礎

学力診断テストのフィードバックを行い、生徒の学

習意欲・進路意識向上につながった。 

③指定校を新たに 19 校増やし、大学講座や海外進学サ

ポートなどの連携ができた。就職希望者 35 名のう

ち、２社以上受験した生徒が 10 名。決定するまで情

報提供や助言を繰り返した。 

Ａ 

 進学希望者に対して、指

定校以外の受験方法の助言

や３年間を見据えた履修指

導や進路ガイダンスを行

う。 

 求人票の電子データ、外

部模試、民間の学習ツール

の活用率を更に高める。 

 

 シラバスについて、どんな授業内容な

のか生徒が分かりやすい表現で書いて欲

しい。 

 目的意識なく大学を希望する生徒が増

えているため、大学に行く目的などを考

えられると良い。 

 職種や業種についての説明やガイダン

スなどの進路行事を考えていただきた

い。 

４ 

【現状】 
 コロナ禍で制限があった
ものの、少しずつ地域連携
を生かした活動を実施でき
るようになってきた。 
【課題】 
・本校の特色や魅力を伝え
る活動の一層の充実。 
・積極的かつ持続的な地域
へのPR活動及び生徒募集の
の推進。 

 地域との連携
により地域に根
付いた学校づく
りに取り組む。 

①各関係機関との連携を生かし
て、生徒の活動を充実させ、そ
の成果を PRする。 
②学校通信の発行と近隣自治会
への回覧を継続するとともに、
地域との交流を充実させる。 

①県及び市関係行事などに生
徒が関わることができたか。 
②学校通信を発行し、教育活
動の理解を深められたか。 
②文化祭などを地域に案内す
ることができたか。 

①コロナ以降初めて、お祭りでのボランティア活動や

インターンシップを実施することができた。 

②学校通信を 16 号発行し、近隣自治会に回覧した。学

校通信や生徒会生徒によるポスティングにより文化

祭を地域に案内することができた。 

Ａ 
 地域との連携を更に進

め、その様子を学校 HP や学

校通信で地域に発信する。 

 学校説明会の参加者が大

幅に増えたため、その運営

の仕方について改善してい

く必要がある。 

 

地域との関わりが少ないため、もっと

交流の場を増やす必要がある。文化祭の

案内の工夫や、地域の避難所としての防

災訓練を実施するなど、まずは地域の人

に学校に来てもらう必要がある。 

学校説明会では施設見学や説明を生徒

が行うなどすると、中学生や保護者には

より分かりやすく魅力的になる。 

 学校の特色を

積極的に㏚し、

志願者を増加さ

せる。 

①進学フェアへの参加や積極的
なホームページの更新を行う。 
②学校説明会の実施方法を工夫
し、教育活動の㏚を充実させ
る。 

①ホームページのアクセス数
を増やせたか 
②学校説明会参加者の高い満
足度は得られたか 
②志願者数を増やせたか。 

①12月末時点で HPを 118回更新（昨年度 81回）した。 

②学校説明動画を HP に載せ、いつでも学校説明を聞け

るようにした。12 月 15 日現在、Ⅰ部 1.92 倍、Ⅱ部

1.06倍、Ⅲ部 0.49倍。去年より志願者数が増えた。 

Ａ 
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